
（別紙３）

～ 2025年　1月　31日

（対象者数） 19人 （回答者数）
15人

～ 2025年　１月　31日

（対象者数） 11人 （回答者数）
11人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

スポーツは、まだついていけない子の中にも「やりたい」気

持ちの子がいるので、できる子が一緒にフォローしてくれる

ような支援を考えていきたいと思います。

2

今後は子どもたち主体で何を作るのか、何が必要なのかなど

計画し取り組めるよう支援する機会を増やしていきます。

3

まだ始めたりばかりですが好評で、みなさん色々話せて楽し

そうです。兄弟も来所しますので、今後は兄弟ともつなが

り、心の支援につなげていきたいと思います。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

まずは地域店舗の利用を増やしていきます。

親子食堂で来所する兄弟が馴染んだ頃、様子を見て声かけ

て、一緒に遊ぶ機会を検討していきます。

2

3

○事業所名 学童クラブそよ風2

○保護者評価実施期間
2025年　1月　10日

○保護者評価有効回答数

2025年　１月　14日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　2月　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

放課後児童クラブや児童館との交流・地域の子どもと活動する

機会がありません。

保護者からも職員からも必要ないのではないか…難しいなどの

声があります。

男性職員が増えて、室内だけでなく屋外の活動も多く取り入

れ、いろいろな事を経験できるようになり、支援の幅が広がり

ました。

スポーツはルールにや対人関係・勝敗の悔しさなど、指導員の

支援の下、考えて歩み寄れるように工夫しています。

釣りも人気です。

料理が得意な指導員が多いので、クッキングは子どもたちも楽

しんで行っています。

作るメニューによっては人数を減らした小集団で最初から仕上

げまで行い、「できた」を体験して自信へとつなげています。

親子食堂を始めました。 今の所、通所している家族限定で「昼食の月」と「夕食の月」

があります。

事業所における自己評価総括表公表


